
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拾 

平成２４年８月 

「自分たちの経験からつくったＰＩマニュアル」 

ミニ講座「焼津市の市民協働について」 

○市民協働課 市民協働推進担当 

平成 20 年 11 月に担当ができた。「市民協

働課」という名称は平成 23 年度から。 

○焼津市の「協働」の考え方 

協働とは、NPO、企業、行政などがそれぞ

れの主体性・自主性のもとに、互いの特性

を認識・尊重し合いながら、持てる資源（人

材、資金、情報、ネットワークなど）を出

し合い、対等な立場で、共通の公共的な目

的を達成するために協力すること 

（静岡県の定義） 

○焼津市の「協働」の位置付け 

総合計画の中では「市民と行政がともに創

るまちづくり」という政策の中で「市民参

画の協働の推進」が位置付けられ、体制充

実や人材育成などの具体的な事業が行われ

ている。 

○自治基本条例と「協働」 

まちづくりの当事者である市民が自治を取

り戻すために協働があるのではないか。 

対立ではなく、相手を理解し、補い合い、

地域力を結集することが協働。 

自治基本条例との関係では、地域資源に磨

きをかけていくために市民がまちづくりに

参加する仕組み、異なる組織が協働する仕

組みが必要だと思う。 

 平成２４年７月２２日（日）午後１時か

ら大村公民館にて、第１０回焼津市自治基

本条例を考える市民会議を開催しました。 

ミニ講座「焼津市の市民協働について」 

 「ミニ講座」では、焼津市の協働の考え

方・位置付け、現在の取り組みなどについ

て、市の担当者から話がありました（右に

概要）。『協働の充実のために必要なこと

は？』という旗上げアンケートでは「活動・

交流拠点の充実」が１０名、「担い手を増や

す取り組みの強化」が 9 名、「制度・仕組み

づくり」が５名という結果となりました。 

ＰＩ活動の経験を焼津市の財産に 

ＰＩの５つのグループからの活動報告の

後、これまで蓄積してきた経験や知恵を今

後のまちづくりに活かすために、「自分たち

の経験からつくったＰＩマニュアル」とい

う形で残しては？というファシリテーター

からの提案がありました。それを受けて、

５つのグループに分かれて、マニュアルの

たたき台をもとにした意見交換が行われま

した。各グループの現場で、様々な実体験

に基づく生きたマニュアルができつつあり

ます。このマニュアルは、今後もバージョ

ンアップし続けていきます。 
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